
dtp
第18回ビッグひな祭り開幕3月21日まで　町長就任ごあいさつ　粗大ごみの回収について　保険証の検認を行います広報かつうら　2006　3　第429号　平成18年3月1日発行



２

一
月
一
七
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
理

解
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り

無
投
票
当
選
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
二
月
五
日
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
三
期
十
二
年
に
わ
た
る
川

口
町
政
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
、
本
町
発
展
の
た
め

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
町
民

の
一
層
の
幸
せ
の
た
め
に
最
善
の
努
力
を
す

べ
く
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
町
の
財
政
見
通
し

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
も
と
に
あ
り
、

町
政
に
は
多
く
の
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

ま
ず
、
最
優
先
と
し
て
行
財
政
改
革
、
そ

し
て
少
子
化
対
策
、
地
場
産
業
の
振
興
、
雇

用
の
場
の
確
保
と
若
者
定
住
、
防
災
対
策
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
交
流
の
ま
ち
づ

く
り
、
市
町
村
合
併
な
ど
の
課
題
に
全
力
で

取
り
組
み
、
一
つ
一
つ
着
実
に
解
決
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
民
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
、
情

報
を
公
開
し
、
地
域
に
出
向
い
て
、「
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
」
を
開
き
、
皆
様
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

皆
様
の
英
知
結
集
を
も
と
に
、
活
気
と
活
力

あ
る
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
新

し
い
発
想
と
創
意
工
夫
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

活
気
と
活
力
あ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

勝
浦
町
長

中

田

丑
五
郎

こ
の
た
び
二
月
四
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
町
長
職
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。
顧
み
ま
す
と
、

平
成
六
年
二
月
五
日
町
長
に
就

任
し
以
降
三
期
十
二
年
に
わ
た

り
、
町
政
を
お
預
か
り
し
ま
し

た
。
当
初
の
信
念
で
あ
っ
た
町

民
が
健
や
か
で
生
き
生
き
く
ら

し
、
笑
い
の
絶
え
な
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
精
一
杯
尽
力
を

つ
く
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

保
育
所
の
完
成
に
始
ま
り
、「
ふ

れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
や
、

「
よ
っ
て
ネ
市
」
「
ビ
ッ
グ
ひ
な

祭
り
」
等
交
流
の
場
の
整
備
。

ま
た
、
時
代
の
流
れ
に
乗
り
遅

れ
な
い
よ
う
超
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に

町
民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、

皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
厚
志
に
背
か
な
い
よ
う
与

え
ら
れ
た
人
生
を
大
切
に
過
ご

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
勝
浦
町
の

益
々
の
ご
発
展
と
町
民

の
皆
様
の
ご
健
康
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

永
年
に
賜
り
ま
し
た
ご

厚
情
に
重
ね
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
し
て
、
退

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

川

口

幸

一

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

２月６日 初登庁する中田町長



※１ 育成医療の場合に限り、中間層１は10,000円、中間層２は40,200円の負担上限月額

※２ 高額治療継続者（「重度かつ継続」）の範囲についてはお住まいの都道府県・市町村

やご利用の医療機関にお問い合わせ下さい。

３. 入院時の食費の標準負担額については原則自己負担になります。

３

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

障
害
に
係
る
公
費
負
担
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

平成18年４月１日から、障害者自立支援法による自立支援医療制

度がスタートし、「育成医療」「更生医療」「精神通院医療」をご利用

される方について、自己負担などの仕組みが変わります。

自立支援医療制度で自己負担はどう変わるの？

１. 受けられる医療の内容は、これまでと変わりません。

現在「育成医療」「更生医療」「精神通院医療」の対象となっている方は、

一定以上の所得の方を除いて引き続き「自立支援医療」の対象となります。

２. 医療機関窓口での自己負担が原則として医療費の１割となります

が、所得等により月当たりの自己負担に上限額が設定されます。

生活保護

世 帯

市町村民税非課税世帯 市町村民税（所得割）の合計額

低所得１ 低所得２
２万円未満

（中間層１）

２万円以上

20万円未満

（中間層２）

20万円以上

0円
負担上限月額

2,500円

負担上限月額

5,000円

医療保険の自己負担限度額※1 対象外

高額治療継続者（「重度かつ継続」）※２

負担上限月額

5,000円

負担上限月額

10,000円

負担上限月額

20,000円

問い合わせ先 勝浦町福祉課 ２－１５０２

手続きはどうすればいいの？

◎申請・相談の窓口

育 成 医 療：都道府県、指定都市、中核市（保健所、市役所など）

更 生 医 療：市町村（福祉事務所、市役所・町村役場など）

精神通院医療： 申請 市町村 相談 精神保健福祉センター

◎現在ご利用されている方で、平成18年４月１日以降も有効期間の

継続する方は、新制度への切り替え手続きが必要となります。

◎手続きには、申請書、医師の意見書・診断書、

所得確認のための書類等が必要です。

◎申請の際には、自立支援医療を受けるために

利用する医療機関（病院、診療所、薬局等）

を決めていただく必要があります。



４

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
に
つ
い
て

現在、デジタル防災無線の工事
が進んでいますが、各ご家庭にも
徐々に戸別受信機が設置されつつ
あると思います。
つきましては、設置後に戸別受

信機が鳴らないとか、調子が悪い
場合は、取付業者さん又は役場ま
でお問い合わせください。

聴覚に障害をお持ちの方につい
ては、台数に限りはありますが、
文字表示板付き戸別受信機が用意
できますので、ご希望の方は役場
までお問い合わせください。

地区名 業 者 名

坂 本 上平電気 （2）2808

横 瀬 西原デンキ （2）2054

与川内

ひとみ電気 （2）2423中 山

棚 野

久 国 村上電機 （2）4811

生 名 野崎電機 （2）2509

中 角 花房電機 （2）4481

石 原

勝浦電工 （2）2673
沼 江

星 谷

立 川

掛 谷
中央電気

090(1007)8581

山 西

今 山

黒 岩

役場総務課 (2)2511

操作のしかた
通報があれば、自動的に受診し

ます。
通報受信中に、電波の状態が一

時的に極度にわるくなった場合、
その通報が途中で終了することが
あります。電波の状態が元に戻れ
ば、次の通報は正常に受信します。

録音のしかた
録音は「自動録音」「手動録音」「留守録音」の３種類があり、１通報
あたり約240秒間（標準）、最大４件（標準）録音可能です。
緊急通報などを受信した場合、自動録音されます。

参考

留守録音設定にすると、自動録音されない通報を受けた場合も録音で
きます。
録音件数４件を超えると、最も古い録音内容から上書きされ、１度電
源を切ると録音された内容は全て消去されます。
留守録音設定を解除する場合は、留守録音設定された状態で録音ボタ
ンを押してください。

音量について

音量は通報受信時にお好みの
大きさに合わせてください。１
緊急通報受信時に固定音量で
受信されます。音量が大きす
ぎるときは緊急音量解除ボタ
ンを押してください。通常の
音量に戻ります。

２

電源スイッチは常に「入」にして
おいてください。
電源コードは抜かないでください。
（乾電池の消耗を防ぎます。）
乾電池は常に入れたまま使用して
ください。

準備と確認

ＡＣ電源ランプ（ＡＣ動作時）
または、乾電池ランプ（乾電
池動作時）が点灯しているか
確認してください。

ランプの確認

通常受信中に録音ボタンを押
すと、手動録音となり、押し
てから約240秒間（標準）通
報を録音します。

待ち受け中に録音ボタンを押
すと、留守録音設定となり、
通報を留守録音します。

再生のしかた

未再生の録音内容がある場合、
録音ランプが点滅しますので、
再生ボタンを押して録音内容
を再生します。

１
再生中に再生ボタンを押すと、
次の内容にスキップします。２
未再生の録音内容を全て再生
した後、再度再生する場合は、
再生ボタンを押します。３

参考

未再生の録音内容が複数録音されている場合、全ての再生が終わるまで録音ラ
ンプは点滅します。１件ごとに再生ボタンを押してください。
未再生の録音内容を全て再生すると「ピー」と鳴動し、録音ランプは消灯します。
再度再生する場合、最も古い内容が再生され、１件再生終了後、次の録音内容
がない場合「ピー」と鳴動します。次の録音内容がある場合は、録音ランプが約
５秒点滅しますので、点滅中に再生ボタンを押すと次の録音内容を再生します。

録音内容の消去のしかた

再生中に緊急音量解除ボタン
を約２秒以上長押しすると、
再生中の内容とそれより古い
録音内容を全て消去します。

参考

１度録音開始した通報を途中で録
音中止にすることはできません。
また、再生の一時停止および中止
の操作はできません。



５

い
つ
も
汚
水
が
正
し
く
分
解
処
理
さ
れ
る

よ
う
に
汚
泥
（
微
生
物
）
の
管
理
や
槽
内
の

装
置
・
付
属
機
器
を
点
検
し
、
浄
化
槽
を
清

浄
な
状
態
に
保
つ
た

め
の
作
業
で
す
。

浄
化
槽
管
理
士
の

い
る
知
事
の
登
録
を

受
け
た
保
守
業
者
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ

た
汚
泥
な
ど
の
引
出
し
、

調
整
お
よ
び
機
器
類
の

洗
浄
、
掃
除
な
ど
の
作

業
で
す
。

浄
化
槽
の
清
掃
は
市

町
村
長
の
許
可
を
受
け

た
清
掃
業
者
に
依
頼
し

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
設
置
後
六
ヶ
月
の
検
査

新
た
に
設
置
し
た
時
は
、
使
用
開
始
後

六
ヶ
月
～
八
ヶ
月
の
間
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

（
浄
化
槽
法
第
七
条
）

・
定
期
検
査

毎
年
一
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
浄
化
槽
法
第
十
一
条
）

・
検
査
機
関

社
団
法
人
徳
島
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

・
事
務
所
所
在
地

徳
島
市
新
蔵
町
３
丁
目
（
徳
島
保
健
所
内
）

０
８
８（
６
５
７
）１
７
１
７

・
検
査
セ
ン
タ
ー
所
在
地

徳
島
市
沖
浜
東
３
丁
目
５
４

０
８
８（
６
２
２
）２
６
２
３

検
査
は
、
知
事
が
指
定

し
た
指
定
検
査
機
関
が
行

い
ま
す
。

・
水
は
き
ち
ん
と
流
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
水
量
が
少
な
い
と
途
中
で
つ
ま
り

浄
化
槽
の
働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
使
用

の
都
度
、
き
め
ら
れ
た
量
を
流
し
ま
し
ょ

う
。

・
薬
品
類
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

便
器
の
掃
除
の
さ
い
殺
菌
消
毒
剤
や
洗

浄
剤
、
洗
剤
な
ど
を
流
す
と
、
浄
化
槽
の

大
切
な
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

・
専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
、
生
理
用
品
（
雑

物
、
ゴ
ム
製
品
）
は
絶
対
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
電
源
は
絶
対
に
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ば
っ
気
型
浄
化
槽
で
電
源
を
切
る
と
微

生
物
が
死
ん
で
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

・
魚
や
野
菜
く
ず
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

合
併
浄
化
槽
は
台
所
の
ご
み
を
す
べ
て

引
き
受
け
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
野
菜
く
ず
や
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
流
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
管
理
の
記
録
は
大
切
に

保
守
点
検
・
清
掃
お
よ
び
検
査
の
記
録

は
ま
と
め
て
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。
（
三
年
の
保
存
義
務
が
あ

り
ま
す
。）

保
守
点
検
票
・
清
掃
記
録
票
、
そ
の
他

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
す
ぐ
取
り
だ
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
故
障
や
異
常
が
発
生
し
た
場
合

故
障
や
異
常
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

直
ち
に
保
守
点
検
業
者
に
連
絡
し
、
処
置

し
て
く
だ
さ
い
。

★
浄
化
槽
の
設
置
ま
た
は
廃
止
す
る
に
は
予

め
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
が
必
要

で
す
。
無
届
で
設
置
ま
た
は
廃
止
し
た
場

合
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

（
２
）
１
５
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
）３
０
２
８

徳
島
保
健
所

０
８
８（
６
５
２
）
５
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８（
６
５
２
）
９
３
３
４

浄
化
槽
の
維
持
管
理

平
成
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
浄
化
槽
法
が
改
正
さ
れ
、
浄
化
槽
法
定

検
査
未
受
験
者
に
対
し
、
知
事
が
受
検
を
勧
告
し
、
さ
ら
に
命
令
違
反

に
は
三
十
万
円
以
下
の
過
料
さ
れ
ま
す
。

①
保
守
点
検

②
清

掃

③
法
定
検
査
機
関
に
よ
る

法
定
検
査

④
浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方
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まちかど散歩みち

明
治
・
大
正

昭
和
・
平
成
を
経
て中田町長から祝い状をうけとる阿部カメノさん

坂
本
の
阿
部
カ
メ
ノ
さ
ん
（
明
治
三
十

九
年
二
月
六
日
生
）
が
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
に
、
県
知
事
代
理
と
し
て
松
本
中

央
福
祉
事
務
所
長
と
中
田
町
長
が
青
葉
荘
を

訪
問
し
、
県
と
町
か
ら
長
寿
の
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
坂
本
区
か
ら
石
尾
区
長
も
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
、
家
族
の
方
や
友
人
の
方
、
青
葉

荘
職
員
の
方
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
祝
福

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
そ
う
な
お
姿
か
ら
は
百
歳
の
年
齢
を

感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
！

横
瀬
小
学
校
五
年
生
十
二
人
が
、
障
害
者
施

設
サ
ル
ビ
ア
作
業
所
を
訪
れ
、
自
分
た
ち
が
育

て
た
キ
ン
セ
ン
カ
、
ポ
ピ
ー
の
苗
を
花
壇
や
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ま
し
た
。
花
の
苗
植
え
は
昨

年
に
続
き
二
度
目
で
、
児
童
と
障
害
者
と
の
ふ

れ
あ
い
の
機
会
と
も
な
り
、
お
礼
に
障
害
者
手

作
り
の
手
芸
品
を
贈
り
交
流
を
ふ
か
め
ま
し
た
。

横瀬小児童

障害者施設に
花の苗を植える

第20回 スポーツ少年団 駅伝大会

中 山 健 太（生比奈少年野球Ａ） ４分09秒

竹 村 哲 郎（ＦＣクレインＡ） ４分10秒

岩 本 将 希（勝浦キッズＡ） ４分12秒

宮 本 勇 也（勝浦タイガースＡ） ４分15秒

山 平 秀 和（勝浦タイガースＢ） ４分18秒

石 花 功 貴（ＦＣクレインＡ） ４分18秒

大久保賀史（生比奈少年野球Ａ） ４分18秒

戸 田 真 資（勝浦タイガースＡ） ４分20秒

優 勝 勝浦キッズミニバスＡ

２ 位 勝浦タイガースＡ

３ 位 上勝やまびこＡ

個人表彰者（町内のみ）

清 水 啓 哉（勝浦キッズＡ） ３分43秒

上 岡 友 貴（ＦＣクレインＡ） ３分49秒

坂 田 直 哉（勝浦キッズＡ） ３分52秒

勝 本 龍 登（生比奈少年野球Ａ） ４分02秒

戸 田 有 亮（勝浦タイガースＡ） ４分02秒

山 本 史 典（生比奈少年野球Ａ） ４分03秒

木 原 直 人（勝浦タイガースＡ） ４分05秒

市 川 貴 雄（勝浦タイガースＡ） ４分05秒

大 森 雄 輝（勝浦キッズＡ） ４分08秒

高 井 朋 也（勝浦キッズＡ） ４分08秒

中 山 鉄 郎（生比奈少年野球Ｂ） ４分08秒

男 子

優 勝 勝浦ＪＶＣＡ

２ 位 勝浦キッズミニバスＡ

３ 位 上勝ラビットＡ

個人表彰者（町内のみ）

岡 葉 月（勝浦ＪＶＣＡ） ４分07秒

中村莉央成（生比奈クラブＡ） ４分08秒

清 水 弥 生（勝浦キッズＡ） ４分11秒

上 平 瑞 貴（勝浦ＪＶＣＡ） ４分12秒

木 原 麻 衣（勝浦ＪＶＣＡ） ４分13秒

湯 浅 幸（ＦＣクレインＡ） ４分13秒

野 崎 奈 々（勝浦キッズＡ） ４分14秒

上 田 千 夏（生比奈クラブＡ） ４分15秒

板 垣 麻 香（勝浦ＪＶＣＡ） ４分17秒

板 垣 千 咲（勝浦ＪＶＣＢ） ４分20秒

花 房 真 弥（勝浦キッズＡ） ４分26秒

女 子１月29日（日）、星谷運動公園に
おいて勝浦郡内のスポーツ少年団
駅伝大会が、男子17チーム・女子
９チーム（ともにオープン参加を
含む）の参加により開催されまし
た。大会当日は晴天で、選手たち
は、たくさんの声援を受けながら
力いっぱい走りました。
結果はつぎのとおりです。
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

公
認
審
判
員
講
習
会

勝
浦
町
体
育
協
会
で
は
、
現
在
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
審
判
員
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
公
認
審
判
員
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

認
定
種
別

第
三
種

日

時

三
月
十
二
日午

前
九
時
～

会

場

吉
野
川
市
鴨
島
町

中
央
公
民
館

※
登
録
料
は
体
育
協
会
で
負
担
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

０
８
８
５
４（
２
）２
５
１
５

（
勝
浦
町
体
育
協
会
事
務
局
）

農
林
水
産
大
臣

表
彰
受
賞

こ
の
た
び
、
「
２
０
０
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
功
績
者
」
と
し
て
中
西
二

三
代
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
先
に
中
西
孝
昭
さ

ん
が
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
携
わ
れ
、

後
を
引
き
継
ぐ
形
で
二
度
に
わ
た
り

こ
の
統
計
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
農

林
水
産
統
計
調
査
の
重
要
性
を
理
解

し
、
正
確
な
調
査
を
実
践
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
月
二
日

午
後
三
時
か
ら
の
大

変
寒
い
中
、
勝
浦
町
役
場
前
駐
車
場
に
お

き
ま
し
て
、
町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

の
安
全
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
勝

浦
町
こ
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊
」
の
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
に
は
小
松

島
警
察
署
・
勝
浦
町
地
域
の
安
全
を
守
る

会
の
方
等
ご
来
賓
の
ご
出
席
の
も
と
、
生

比
奈
・
横
瀬
両
小
学
校
一
年
生
の
児
童
も

出
席
し
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
早
速
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
に
戻
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
子
ど

も
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
く

ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
な
に
か
ご
意
見

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
各
小
中

学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

生
比
奈
小
学
校

（
２
）３
０
０
４

横
瀬
小
学
校

（
２
）２
０
０
９

勝
浦
中
学
校

（
２
）２
５
９
１

勝
浦
町
教
育
委
員
会（

２
）２
５
１
５

生
比
奈
老
人
憩
い
の
家

老
人
風
呂
の
休
止
に
つ
い
て

勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
内
に
あ
る

老
人
風
呂
は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進

並
び
に
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
、
長
年
に
わ
た
り
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
高
齢
者

の
利
用
が
減
少
し
た
為
、
平
成
十
八

年
四
月
一
日
か
ら
休
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ど
も
の

安
全
見
守
り
隊
出
発
式
!!
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二
月
十
四
日

、
横
瀬
保
育
所
の
参
観
日
に
食
育
講

演
会
と
就
学
前
学
校
給
食
試
食
会
を
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
た
。

在
宅
栄
養
士
の
播
磨
美
智
子
先
生
を
お
招
き
し
、
食

生
活
が
乱
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
ま
ず
大
人

が
何
を
す
る
べ
き
か
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
食
育
」
と
は
、
食
を
通
じ
て
農
業
、
健
康
、
文
化

な
ど
を
考
え
る
こ
と
で
、
近
年
は
教
育
現
場
で
も
注
目

を
集
め
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
近
頃
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
普
及
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
間
食
を
多
く
取
る
傾
向
に
あ

り
、
太
り
過
ぎ
や
体
力
の
低
下
、
落
ち
着
き
が
な
い
な

ど
、
健
康
を
危
惧
す
る
事
態
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
講
演
会
の
後
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
つ

く
ら
れ
た
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
学
校
給
食
を
親
子

で
試
食
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
十
二
日

生
比
奈

小
学
校
に
お
い
て
、
六
年
生
を
対
象

に
地
元
等
の
食
材
を
使
っ
た
、
バ
イ

キ
ン
グ
給
食
を
開
催
し
、
児
童
、
よ
っ

て
ネ
市
の
生
産
者
、
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
等
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

六
年
生
の
児
童
か
ら
生
産
者
、
調

理
員
に
感
謝
の
お
手
紙
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

machikado sanpomichi

食育と

地産地消

▲おいしそうに給食を食べている子供たち ▲播磨先生に食の大切さを講演して頂きました

おいしそうに
給食を食べて
いる親子

▲



地区対抗
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優勝 生 名 Ａ

山

西

掛

久

国

横

瀬

Ａ

星

谷

生

名

Ｂ

沼
江･

石
原

今

山

棚

野

中

角

生

名

Ａ

横

瀬

Ｂ

与
川
内･

坂
本

地
区
対
抗
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
二

月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
、
生
比
奈

小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
女
性
三
名
以
上
の
九
人
制
、
三
セ
ッ
ト

で
行
わ
れ
、
十
二
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て
試
合

に
臨
み
ま
し
た
。
序
盤
か
ら
好
試
合
の
連
続
で
、
参

加
選
手
は
も
と
よ
り
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
町
民
の

皆
さ
ん
の
応
援
に
も
、
と
て
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。決

勝
は
、
生
名
Ａ
対
沼
江
・
石
原
の
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。
第
一
セ
ッ
ト
は
接
戦
を
生
名
Ａ
が
取
り
ま

し
た
が
、
続
く
第
二
セ
ッ
ト
は
、
調
子
を
取
り
戻
し

た
沼
江
・
石
原
が
取
り
返
し
ま
し
た
。
第
三
セ
ッ
ト

は
、
今
大
会
一
番
と
も
言
え
る
大
接
戦
で
し
た
が
、

攻
守
に
安
定
し
た
生
名
Ａ
が

取
り
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ミックス
バレーボール大会

去
る
、
二
月
十
三
日

午
後
一
時
三

十
分
か
ら
、
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
勝
浦
町
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
生
比
奈
・
横
瀬
両
小
学
校

四
～
六
年
生
の
児
童
百
五
十
人
や
勝
浦

中
学
校
一
・
二
年
生
の
生
徒
約
百
三
十

人
が
出
席
し
、
ま
た
、
一
般
住
民
の
方

も
約
百
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も

活
躍
中
の
宮
本
ま
ど
か
さ
ん
と
、
母
山
下

尚
子
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
、
ピ
ア

ノ
演
奏
を
交
え
な
が
ら
「
風
の
レ
ッ
ス
ン

～
音
が
ひ
び
き
ま
す
か
～
」
と
題
し
て
、

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
宮
本
ま
ど
か
さ

ん
は
、
幼
少
時
代
に
い
じ
め
の
経
験
を
持

ち
、
自
ら
の
辛
か
っ
た
思
い
や
経
験
を
お

母
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
あ
つ
く
語

ら
れ
た
り
、
高
度
難
聴
に
も
か
か
わ
ら
ず

す
ば
ら
し
い
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聞
か
せ
て
頂

き
、
会
場
に
は
涙
な
が
ら
に
聞
き
入
る
児

童
・
生
徒
や
一
般
の
方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、

感
動
に
満
ち
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
会
場
に
は
生
比
奈
・
横

瀬
小
学
校
や
勝
浦
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に

よ
る
人
権
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
百
五
十
点

を
掲
示
し
、
会
場
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

２００６

勝
浦
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
三
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

三
月
の
活
動
内
容

７
日

園
庭
開
放
・
育
児
相
談

自
由
に
室
内
外
で
遊
ぼ
う
。

17
日

あ
ん
ぱ
ん
ま
ん
列
車
に

乗
り
に
行
こ
う
！

み
ん
な
で
あ
ん
ぱ
ん
ま
ん
列
車
に
乗
り

に
行
き
ま
し
ょ
う
。
（
詳
し
く
は
折
り
込

み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

28
日

お
別
れ
会

四
月
の
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
お
や

す
み
で
す
。
五
月
か
ら
活
動
を
始
め
ま
す
。

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
は
開
館
し
て
い
ま
す
の

で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

①
実
施
機
関

徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

②
趣
旨

二
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施

し
、
職
員
が
実
演
す
る
模
擬
裁
判
に
お
い
て
、

参
加
者
に
裁
判
員
役
に
な
っ
て
も
ら
う
。
そ

の
他
、
裁
判
官
と
の
質
疑
応
答
を
実
施
し
て
、

裁
判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
裁
判
員
制
度
の
周
知
を
図
る
。

こ
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
は
、
昼
間
に
仕
事
等

で
裁
判
傍
聴
が
出
来
な
い
方
に
も
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
た
も
の
で

す
。

③
実
施
期
間

三
月
三
十
日

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
ま
で

④
対
象
者
及
び
定
員

二
十
歳
以
上
の
方

六
十
人

⑤
実
施
場
所

徳
島
地
方
裁
判
所
三
階
八
号
法
廷

⑥
行
事
内
容
（
予
定
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
デ
オ
視
聴

模
擬
裁
判

職
員
が
演
じ
る
刑
事
模
擬
裁
判
を
通
じ
て

裁
判
手
続
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
。
合

わ
せ
て
、
参
加
者
に
は
、
裁
判
員
役
と
な
っ

て
も
ら
い
評
議
に
準
じ
た
意
見
交
換
等
を
行

い
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
。

講
義
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」

裁
判
官
と
の
質
疑
応
答

法
廷
開
放
・
庁
舎
内
（
桜
周
辺
）
開
放

法
廷
を
開
放
し
、
記
念
撮
影
し
て
も
ら
っ

た
り
、
法
服
を
試
着
し
て
も
ら
う
。

ま
た
、
正
面
玄
関
前
の
桜
周
辺
を
開
放
し
、

希
望
者
に
は
記
念
撮
影
し
て
も
ら
う
。
当
日

は
桜
周
辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
す
。

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

18
時
～

受
付
開
始

18
時
30
分
～
18
時
45
分

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
デ
オ
上
映

18
時
45
分
～
19
時
15
分

模
擬
裁
判

19
時
15
分
～
19
時
30
分

評
議
に
準
じ
る
意
見
交
換
等

19
時
30
分
～
20
時

講
義
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」

20
時
～
20
時
30
分

裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
法
廷
開
放
等

⑦
申
込
方
法

三
月
十
四
日

ま
で
に
、
は
が
き
に
よ
り

申
し
込
む
（
当
日
必
着
）。

な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
は
三
人
ま

で
と
し
、
四
人
以
上
の
申
込
み
に
つ
い
て
は

無
効
と
す
る
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
す
る
。（
三
月
十
六
日

）

は
が
き
に
、
連
絡
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

〒
７
７
０
ー
８
５
２
８

徳
島
市
徳
島
町

一
丁
目
五
番
地

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課

「
裁
判
所
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
係
ま
で
郵
送
に

て
申
し
込
む
。

※
応
募
に
当
た
り
記
載
し
て
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、
こ
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
に
関
す
る
連
絡
及

び
実
施
の
た
め
に
の
み
利
用
す
る
。

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
三
月
行
事

｢

課
長
、
実
は
育
児
休
業
を
と
り
た
い
ん

で
す
が
・
・
・
。｣

｢

な
ん
で
君
が
育
児
休
業
を
と
る
ん
だ
。｣

｢

妻
が
ど
う
し
て
も
職
場
復
帰
し
な
い
と

い
け
な
く
な
り
ま
し
て
。

一
ヵ
月
だ
け
私
が
休
め
ば
あ
と
は
保
育
所

に
預
け
ら
れ
る
の
で
な
ん
と
か
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
。｣

｢

男
で
育
児
休
業
を
と
っ
た
ヤ
ツ
な
ん
て

い
な
い
だ
ろ
。｣

男
性
は
育
児
休
業
を
と
れ
な
い
の
？

平
成
四
年
に｢

育
児
休
業
法｣

が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
歳
に
満
た
な
い
子

を
養
育
す
る
労
働
者
は
、
男
女
を
問
わ
ず

育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

仕
事
を
持
つ
女
性
は
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
を
女
性
だ

け
が
担
っ
て
い
て
は
女
性
の
負
担
は
大
き

い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
男
性
も
積
極
的
に
家
事
や
育
児
、

介
護
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
、
豊
か
で
、
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を

め
ざ
し
て

募

集

裁
判
所
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

～
夜
桜
法
廷
～

仕
事
帰
り
に
裁
判
所
の
桜
と

摸
擬
裁
判
を
み
て
み
ま
せ
ん
か
？
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時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

わ
ん
ぱ
く
教
室
は
保
育
所
行
事
の
都
合
に

よ
り
八
日
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

相
談
は
下
記
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
保
育
所
に
寄
ら
れ
て
、
子
育
て
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

電
話
で
の
ご
相
談
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
に
か
か
る
費

用
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
費
、

給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
就
学
援
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
三
日

～
二
十
日（

土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
２
）
２
５
１
５

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
貸
付
け
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
三
日

～
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま
す
の

で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
２
）
２
５
１
５

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と

き

三
月
四
日

開
場

午
後
五
時
三
十
分

開
演

午
後
六
時
か
ら

と
こ
ろ

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主

催

勝
浦
町
文
化
協
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

町
民
皆
さ
ん
の
芸
能
文
化
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
し
て
、

勝
浦
町
芸
能
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

数
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

★
な
お
、
先
着
百
名
の
方
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
い
た
し
ま
す
。

３月８日 3月1日

★
お
別
れ
遠
足

場
所

星
谷
運
動
公
園

時
間

十
一
時
現
地
集
合

十
三
時
現
地
解
散

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
わ
ん
ぱ
く
教
室
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
わ
ん

ぱ
く
教
室
は
終
わ
り
で
す
。
春
か

ら
保
育
所
へ
入
所
す
る
子
も
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
最
後
に
楽
し
い
、

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
。

ま
た
、
五
感
を
通
し
て
春
の
訪

れ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
十
時
か
ら
生
比

奈
保
育
所
で
お
友
達
と
遊
び
ま
す
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

★
３
月
生
お
誕
生
会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
三
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
十
八
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

に
つ
い
て

第
二
十
一
回

勝
浦
町
芸
能
大
会

３
月
４
日

午
前
０
時
か
ら
は

市
内
局
番
が
変
わ
り
ま
す
。

現

在

０
８
８
５
４
ー
２
ー
○
○
○
○

変
更
後

０
８
８
５
ー
４
２
ー
○
○
○
○

受
給
資
格
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三
月
十
五
日
～
四
月
十
四
日
は
、

少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止
と
有

害
環
境
の
浄
化
活
動
を
重
点
に
推
進

し
ま
す
。

全
国
的
に
少
年
に
よ
る
重
大

な
凶
悪
事
件
が
続
発
し
、
ま
た
、

子
供
が
被
害
に
遭
う
事
件
も
多

発
す
る
な
ど
、
少
年
非
行
及
び

少
年
の
犯
罪
被
害
の
問
題
は
依

然
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。例

年
、
春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の

時
期
は
生
活
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
飲
酒
、

喫
煙
等
の
不
良
行
為
や
万
引
き
等
の
非
行
の

増
長
、
家
出
少
年
等
が
福
祉
犯
等
の
被
害
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

警
察
で
は
、

少
年
の
非
行
、
被
害
防
止
の

た
め
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

家
出
、
福※

祉
犯
被
害
少
年
等

の
発
見
保
護
活
動
の
強
化

少
年
相
談
窓
口
の
積
極
的
な
利
用
促
進

有
害
環
境
を
浄
化
す
る
た
め
の
県
民
協
力

の
確
保

を
重
点
と
し
て
、
少
年
の
非
行
・
犯
罪
被

害
防
止
と
有
害
環
境
の
浄
化
を
推
進
し
ま
す
。

家
族
が
、
地
域
の
者
が
、
チ
ョ
ッ
ト
し

た
子
供
の
変
化
を

見
逃
さ
ず
、
危
険
な
芽

は
早
め
に
つ
み
取
り
ま
し
ょ
う
！

※
福
祉
犯
と
は
…
少
年
を
虐
待
・
酷
使
・
そ
の
他

少
年
の
福
祉
を
害
し
、
又
は
少
年
に
有
害
な
影

響
を
与
え
る
犯
罪
で
す
。

猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

３
月
８
日

美
馬
警
察
署

22
日

小
松
島
警
察
署

４
月
12
日

三
好
警
察
署
（
旧
池
田
署
）

26
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

４
月
５
日

徳
島
西
警
察
署

※
三
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

振
り
込
め
詐
欺
（
架
空
請
求
詐
欺
・
融

資
保
証
金
詐
欺
・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）
に

ご
注
意
！

『
お
か
し
い
な
』
『
困
っ
た
な
』

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
小
松
島
警
察
署
又
は

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

へ
相
談
を
！

ア
ド
バ
イ
ス

①
電
話
一
本
で
お
金
を
要
求
し
て
く
る
の
は
、

「
お
か
し
い
！
」と
頭
か
ら
疑
っ
て
だ
さ
い
。

②
振
り
込
む
前
に
、
ま
ず
本
人
か
仕
事
先
に

確
認
を
！

③
一
人
で
悩
ん
だ
り
、
判
断

せ
ず
、
誰
か
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
１
１
０
番
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

小
松
島
警
察
署
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
！

三
月
四
日
午
前
０
時
か
ら
小
松
島
警
察
署

管
内
（
小
松
島
市
、
勝
浦
町
、
上
勝
町
）
の

市
内
局
番
が
四
ケ
タ
に
、
市
内
局
番
が
二
ケ

タ
に
変
わ
り
ま
す
。

小
松
島
警
察
署
は

０
８
８
５
３（
２
）０
１
１
０
か
ら

０
８
８
５（
３
２
）０
１
１
０
に
な
り
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
の

発
見
・
検
挙
に
ご
協
力
を
！

今
年
の
三
月
で
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発

生
し
て
十
一
年
に
な
り
ま
す
。
全
国
に
指
名

手
配
中
の
オ
ウ
ム
真
理
教
の
平
田
信
、
高
橋

克
也
、
菊
池
直
子
が
未
だ

逃
走
中
で
す
。
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
１
１
０
番

又
は
「
オ
ウ
ム
24
時
間
・

０
１
２
０
―
０
０
６
０
２

４
」
ま
で
ご
一
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で
確

実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
役
場
税
務
課

（
２
）１
５
０
３

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
８
８（
６
４
１
）４
８
１
２

・
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８（
６
４
１
）２
０
１
０

農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
（
宅
地
・
雑
種

地
・
山
林
等
）
に
変
更
す
る
と
き
は
、
農
業

振
興
地
域
か
ら
除
外
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

手
続
き
は
町
の
農
業
委
員
会
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
三
月
十
日
に
受

付
を
締
め
切
り
ま
す
。
県
知
事
の
許
可
は
、

九
月
上
旬
頃
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
に
農
地

の
転
用
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

除
外
申
請
は
、
こ
の
締
め
切
り
日
を
過
ぎ

る
と
、
一
年
先
送
り
に
な
り
ま
す
の
で
忘
れ

な
い
よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

除
外
申
請
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、
農
地

の
転
用
許
可
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
心
が
…

軽
自
動
車
の
廃
車･

名
義
変
更

は
お
済
み
で
す
か
？

農
業
振
興
地
域
か
ら

除
外
手
続
き
を

((平平成成 1177年年作作成成ポポススタターー））
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三
位
一
体
改
革
に
伴
う
所
得
税
か
ら
個
人

住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
自
主
財
源

と
し
て
の
市
町
村
税
の
重
み
が
一
層
増
す
こ

と
と
な
り
、
そ
の
厳
正
・
公
平
な
執
行
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
の
支
援
を
受
け
、
勝
浦
町

を
含
む
全
市
町
村
が
参
加
し
、
市
町
村
税
等

の
滞
納
整
理
を
共
同
で
処
理
す
る
一
部
事
務

組
合
「
徳
島
滞
納
整
理
機
構
」
を
平
成
十
八

年
四
月
一
日
に
発
足
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
構
は
、
市
町
村
か
ら
の
派
遣
職
員

及
び
徴
収
事
務
の
経
験
豊
か
な
県
派
遣
職
員

並
び
に
弁
護
士
や
国
税
Ｏ
Ｂ
、
警
察
Ｏ
Ｂ
で

構
成
す
る
専
門
性
の
高
い
組
織
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

機
構
発
足
の
主
眼
は
、
そ
の
専
門
性
を
生

か
し
、
早
期
の
処
理
が
難
し
い
大
口
滞
納
事

案
や
困
難
事
案
な
ど
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に

処
理
す
る
こ
と
で
市
町
村
税
等
の
徴
収
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
納
税
に
対
す
る
不

公
平
感
を
払
拭
し
、
町
民
の
皆
様
に
税
に
対

す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
機
構
の
発
足
の

趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
勝
浦
町
役
場
税
務
課

（
２
）１
５
０
３

ま
で
。

スポーツ活動・文化活動・ボランティア活動などの
団体活動に最適な保険です。

：★グループ活動中の事故 ★往復中の事故

：平成18年４月１日午前０時から翌年３月31日午後12時まで（申込受付は平成18年３月から）

対象となる事故

保 険 期 間

保険の詳しい内容、資料のご請求は

ホームページをご覧ください。

５人以上の団体で
ご加入ください

●資料請求はFAXでも受付けしております。0120-104442（FAX専用）

http://www．sportsanzen．org

スポーツ安全協会 徳島県支部（徳島県体育協会内）

〒770-0939 徳島市かちどき橋1-41 TEL 088-655-3660

財団
法人

〈共同保険会社〉あいおい損害 共栄火災 損保ジャパン 大同火災 東京海上日動 ニッセイ同和損害 日本興亜損害 富士火災 三井住友海上

ぼくらの笑顔の
強い味方!!

損 害 保 険 賠償責任保険 共 済 見 舞 金

｢

徳
島
滞
納
整
理
機
構｣

の

発
足
に
つ
い
て

団
体 加 入 区 分 掛金

（1人年額）
対象範囲

保 険 金 額

共済見舞金傷 害 保 険 賠償責任保険
（支払限度額）死 亡 後遺障害

（最高）
入 院

（1日につき）
通 院

（1日につき）

子
ど
も
の
団
体

Ａ
中学生以下の子ども
スポーツ活動を行わない
大人（高校生以上）

500円
団体活動中と
そ の往 復中
（学校管理下
を除く）

2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

身体賠償 1人 １億円
1事故 ５億円

財物賠償 1事故 500万円
（各免責金額1,000円）

突然死
（急性心不全、

脳内出血等）

160万円ＡＷ
子どもワイド

〔中学生以下

の方がご加入

できます。〕

中学生以下の子ども 1，050円

団体活動中と
そ の往 復中
（学校管理下
を除く）

2，100万円 3，150万円 5，000円 2，000円
上記補償に身体・財物賠償合算

１事故500万円を加算

上記以外の個人
練習、個人活動
など（学校管理
下を除く）

100万円 150万円 1，000円 500円
身体・財物賠償合算

１事故500万円

（免責金額1,000円）

対象と
なりません

ＡＣ Ａ、ＡＷ〔子どもワイド〕の
子どもの指導・支援とし
て一緒にスポーツ活動を
行う大人（高校生以上）

1，000円 団体活動中と
そ の往 復中
（学校管理下
を除く）

1，000万円 1，500万円 2，500円 1，000円 身体賠償 1人 １億円
1事故 ５億円

財物賠償 1事故 500万円
（各免責金額1,000円）

突然死
（急性心不全、

脳内出血等）

160万円Ｃ 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

大
人
の
団
体

Ａ 高校生以上の文化活動団体 500円
団体活動中と
そ の往 復中
（学校管理下
を除く）

2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円 身体賠償 １人 １億円
１事故 ５億円

財物賠償 １事故 500万円
（各免責金額1,000円）

突然死
（急性心不全、

脳内出血等）

160万円

Ｂ 老人クラブなどの団体 800円 600万円 900万円 1，800円 1，000円

Ｃ 高校生以上のスポーツ活動団体 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

Ｄ 危険度の高いスポーツ活動団体 9，000円 500万円 750万円 1，800円 1，000円
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月 日 対象地区 会 場

３月１日 生 名 勝浦町役場

２日 星 谷 星谷集会所

３日 中 角 農村婦人の家

６日 黒 岩 勝浦会館

７日 今 山 今山集会所

９日 山西・掛谷 ＪＡ生比奈支所

10日 石原・沼江 石原集会所

13日 全 町 勝浦町役場

14日 全 町 勝浦町役場

15日 全 町 勝浦町役場

受付時間：９;00～16:00

と き 平成18年３月５日
午前８時～11時まで
〔悪天候の場合は19日 に延期します。〕

ところ 星谷運動公園 駐車場

料 金 ★家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円 （別表参照）

★特定家庭用機器４品目（エアコン、

テレビ、電気冷凍・冷蔵庫、電気

洗濯機） 運搬料金 １個 2，000円

※先に郵便局でリサイクル料金（右表）を

お支払いのうえ、ご持参ください。

その他 産業廃棄物及び事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

※ごく一部の会社の製品がこの料金

と違うものがあります。

別に郵便局で手数料が１個につき

70円が必要です。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

リサイクル料金（標準）

問い合わせ 役場住民課 (2)1501

クリーンセンター (2)4649

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、

それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をできる

だけ少なくする為のご協力をお願いします。

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

家庭の粗大ごみの回収について

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
三
月

十
五
日

ま
で
で
す
。

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
は
、
三
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す

と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
掛

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

徳
島
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
会
場
は
、

三
月
十
五
日

ま
で
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し

ま
」（
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

役
場
税
務
課

（
２
）１
５
０
３

上
映
す
る
映
画

「
ロ
ボ
ッ
ツ
」

と

き

三
月
四
日

一
回
目

午
後
一
時
か
ら

二
回
目

午
後
三
時
か
ら

と
こ
ろ

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

こ
ど
も
教
室
実
行
委
員
会

（
２
）２
５
１
５

入
場
料

無

料

勝
浦
町
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
を
目
的
と
し
て
、

生
ご
み
処
理
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
）
の

購
入
に
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
ま
で
に
一
、
八
七
六
台
が
購

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
器
具
は
ご
家
庭
で
は
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
畑
の
隅
で
埋
ま
っ
た

ま
ま
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
生
ご
み
の
量
が
多
く
な
り
、
水
分

を
多
く
含
み
、
ご
み
の
焼
却
に
負
担
を
か
け

て
い
ま
す
。

こ
の
処
理
器
は
、
生
ご
み
と
土
を
交
互
に

い
れ
る
な
ど
の
管
理
を
す
る
と
、
臭
い
も
な

く
生
ご
み
が
堆
肥
化
さ
れ
ま
す
。

利
用
を
休
ん
で
い
る
ご
家
庭
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
映
画
ま
つ
り

平成18年度 住民税の所得申告および
所得税確定申告受付会場

確
定
申
告
は

も
う
お
済
み
で
す
か
？

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

生
ご
み
処
理
器



15



16

平成18年４月から

介護保険制度が変わります
平成12年度から実施されてきた介護保険制度は５年を経過し制度の見直しが行われ、平成18年４月

から新たな制度での運営が行われることになります。主な改正点は次のとおりとなっています。

要支援１･２の方のための新予防給付が始まります

心身の状態が維持・改善される可能性が高い要支援１・２と認定

された方のために、新予防給付の提供が始まります。新予防給付は、

在宅サービスに筋力向上や栄養改善、口腔機能の向上など介護予防

を目的とした内容が組み込まれたものです。

要介護･要支援状態になるの
を予防する事業が始まります

要支援・要介護状態になるのを防ぐ

ため、生活機能の低下している高齢者

を対象として、心身の状態の悪化を防

ぐための事業（地域支援事業）が始ま

ります。

遺族年金や障害年金からも保険
料の天引きが可能となります

現在、保険料の年金からの天引きは

老齢・退職年金のみが対象となってい

ます。これが平成18年10月からは遺族

年金や障害年金からも天引きが可能と

なり、納付がより便利になります。

地域包括支援センターが
設置されます

高齢者が住み慣れた地域で生き生き

と生活できるようにさまざまな支援を

行う地域介護の拠点として地域包括支

援センターが設置されます。

地域包括支援センターは、保健師・

社会福祉士・主任ケアマネジャーなど

の専門職員を配置し、高齢者やその家

族の相談を受けたり、介護予防マネジ

メントを行います。

地域密着型サービスが
始まります

市町村が事業者の指定・指導監督を

行う「地域密着型サービス」が開始さ

れます。保険給付の対象となるのは、

原則として、その事業者を指定した市

町村の被保険者のみとなります。

要介護・要支援状態の判定区分が変わります

症状の軽い

方も重い方と

同じように介

護サービスを

利用していま

す。

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

現 在
症状が軽度で「要支援１・

２」と判定された方は状態

がそれ以上悪化しないよう

に、新予防給付を利用する

ことになります。また、非

該当と判定された方は要介

護状態にならないために介

護予防事業に参加できます。

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

平成18年４月から

従来の介護サー

ビスを利用

介護予防サービス
を利用

保険料の段階区分が変わります

保険料段階は５段階で
世帯が住民税非課税の方

は第２段階となります。

現 在

所得の低い方への保険料の軽減
をはかるため、現行の第２段階を

２つに区分します。

介護保険料は３年ごとに見直す

ことになっていますので、これに

伴い平成18年度からは新しい保険

料となります。

（保険料額は次回お知らせします。）

平成18年４月から

第
５
段
階

本人が住民税課

税で前年の所得

200万円以上

第
４
段
階

本人が住民税課

税で上記以外

第
３
段
階

本人が住民税非

課税（世帯に課

税者がいる）

第
２
段
階

世帯全員が住民

税非課税

第
１
段
階

老齢福祉年金受

給者で世帯全員

が住民税非課税

者及び生活保護

受給者

第
６
段
階

本人が住民税課税で前

年の所得200万円以上

第
５
段
階

本人が住民税課税で上

記以外

第
４
段
階

本人が住民税非課税

（世帯に課税者がいる）

第
３
段
階

世帯全員が住民税非課

税で第2段階に該当し

ない

第
２
段
階

世帯全員が住民税非課

税で課税年金収入額と

合計所得金額の合計が

80万円以下

第
１
段
階

老齢福祉年金受給者で

世帯全員が住民税非課

税者及び生活保護受給

者

１

２

３

４

５

６

７
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労
働
審
判
制
度
導
入
の
経
緯

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
解
雇
の
効
力
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
賃
金
や
退
職
金
の

支
払
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。
労
働
審
判
制
度
は
、
こ

う
し
た
紛
争
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
お
い

て
、
訴
訟
よ
り
も
短
い
期
間
で
、
事
案
の

実
情
に
即
し
た
柔
軟
な
解
決
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
労
使

の
専
門
家
が
審
理
、
判
断
に
加
わ
る
こ
の

制
度
は
、
国
民
の
司
法
参
加
の
一
つ
の
形

態
で
あ
り
、
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

労
働
審
判
手
続
の
対
象

労
働
審
判
手
続
の
対
象
と
な
る
の
は
、

解
雇
や
賃
金
の
不
払
と
い
う
よ
う
な
事
業

主
と
労
働
者
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル

（「
個
別
労
働
関
係
民
事
紛
争
」）
と
い
い
ま

す
。）
で
す
。

労
使
の
専
門
家
が
加
わ
っ
た
労
働
審
判

委
員
会
に
よ
る
審
理
、
判
断

労
働
審
判
官
（
裁
判
官
）
一
人
と
労
働

関
係
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有

す
る
労
働
審
判
員
二
人
の
合
計
三
人
で
構

成
す
る
労
働
審
判
委
員
会
が
、
労
働
審
判

手
続
を
行
な
い
ま
す
。
労
働
審
判
の
内
容

を
定
め
る
と
き
な
ど
に
行
な
わ
れ
る
労
働

審
判
委
員
会
の
決
議
は
、
多
数
決
に
よ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

労
働
審
判
員

労
働
審
判
員
は
、
労
働
者
又
は
使
用
者

の
立
場
で
、
実
際
に
労
働
紛
争
の
処
理
に

携
わ
っ
た
経
験
等
が
あ
り
（
例
え
ば
、労
働

組
合
の
役
員
や
、企
業
の
人
事
や
労
務
の
担

当
者
な
ど
）、
そ
う
し
た
経
験
を
積
む
う
ち

に
、
労
働
関
係
に
つ
い
て
の
実
情
や
慣
行
、

制
度
等
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
人
の
中
か

ら
選
任
さ
れ
ま
す
。
労
働
審
判
員
は
、
労

働
者
又
は
使
用
者
の
い
ず
れ
の
立
場
の
経

験
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
方
当
事

者
の
味
方
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
中
立
か
つ
公
正
な
立
場
で
、
審
理
、

判
断
に
加
わ
り
ま
す
。

三
回
以
内
の
期
日
に
お
け
る
審
理

労
働
審
判
委
員
会
は
、
三
回
以
内
の
期

日
に
お
い
て
、
紛
争
に
関
す
る
双
方
の
言

い
分
を
聴
き
、
争
い
に
な
っ
て
い
る
点
を

整
理
し
、
必
要
な
証
拠
調
べ
を
行
な
い
ま

す
。
労
働
審
判
委
員
会
は
、
審
理
の
過
程

で
、
話
合
い
に
よ
る
解
決
の
見
込
み
が
あ

れ
ば
調
停
を
試
み
、
調
停
が
成
立
し
な
け

れ
ば
労
働
審
判
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

労
働
審
判

労
働
審
判
と
は
、
労
働
審
判
委
員
会
が
、

審
理
の
結
果
認
め
ら
れ
る
当
事
者
間
の
権

利
関
係
と
労
働
審
判
手
続
の
経
過
を
踏
ま

え
つ
つ
、
事
案
の
実
情
に
即
し
た
解
決
を

す
る
た
め
に
行
な
う
審
判
を
い
い
ま
す
。

労
働
審
判
に
お
い
て
は
、
労
働
審
判
員
の

知
見
を
活
用
し
な
が
ら
、
柔
軟
で
調
整
的

な
解
決
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
審
理
の
結
果
、
事
業
主
の
し
た
解
雇

が
無
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
事
業
主
が
労

働
者
に
対
し
相
当
額
の
解
決
金
を
支
払
っ

て
労
働
関
係
を
終
了
さ
せ
る
と
い
っ
た
内

容
の
労
働
審
判
を
行
な
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
労
働
審
判
が
確
定
す
る
と
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

異
議
の
申
立
て
等
に
よ
る

労
働
審
判
事
件
の
訴
訟
移
行

当
事
者
が
労
働
審
判
の
内
容
に
納
得
で

き
ず
、
一
定
の
期
間
内
に
異
議
の
申
立
て

を
し
た
場
合
に
は
、
労
働
審
判
は
そ
の
効

力
を
失
い
、
労
働
審
判
事
件
は
訴
訟
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
労
働

審
判
委
員
会
は
、
事
案
が
複
雑
で
あ
る
な

ど
、
労
働
審
判
手
続
を
行
う
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
労
働
審

判
事
件
を
終
了
さ
せ
て
、
こ
れ
を
訴
訟
に

移
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

労
働
審
判
手
続
を
利
用
す
る
際
の
留
意
点

労
働
審
判
手
続
に
お
い
て
は
、
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
三
回
以
内
の

期
日
に
お
い
て
審
理
が
終
結
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
当
事
者
は
、
期
日
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
と
主
張
、
立
証
の
準
備
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
短
い
期
間
で
、

こ
の
よ
う
な
準
備
を
し
、
期
日
に
お
い
て
、

適
切
な
主
張
・
立
証
活
動
を
行
う
た
め
に

は
、
当
事
者
双
方
が
、
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
弁
護
士
を
代
理
人
に
選
任
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
個
別
労
働
関
係
民
事
紛
争
を
解

決
す
る
た
め
の
手
続
に
は
、
労
働
審
判
手

続
以
外
に
も
、
民
事
訴
訟
、
民
事
調
停
、

支
払
督
促
等
の
裁
判
所
が
行
う
手
続
や
、

都
道
府
県
労
働
局
に
設
け
ら
れ
た
紛
争
調

整
委
員
会
が
行
う
あ
っ
せ
ん
と
い
っ
た
裁

判
所
以
外
の
機
関
が
行
う
手
続
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
考
え
て
、
ど
の
手
続
を
利
用
す

る
の
が
最
も
よ
い
の
か
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

労
働
審
判
制
度
の
今
後
の
展
望
等

こ
の
労
働
審
判
制
度
が
適
切
に
利
用
さ

れ
れ
ば
、
増
加
す
る
個
別
労
働
関
係
民
事

紛
争
の
解
決
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
非

常
に
有
効
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
法
規
範
に
従
っ
て
労
働
紛
争

を
解
決
す
る
と
い
う
考
え
方
や
慣
行
が
、

労
働
審
判
員
経
験
者
ら
を
通
じ
て
労
使
間

に
一
層
定
着
す
れ
ば
、
労
使
自
治
に
よ
り

個
別
労
働
関
係
民
事
紛
争
の
解
決
が
図
ら

れ
る
事
例
が
更
に
増
加
す
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
労
働
審
判
制
度
は
、
こ
の
よ

う
な
可
能
性
を
も
秘
め
た
制
度
な
の
で
す
。

新しい労働紛争解決制度について
（労働審判制度）

平成16年５月12日に労働審判法が公布され、労働関係に関するトラブルを、迅速、適正かつ実効
的に解決するための 労働審判制度が導入されました。この制度は、平成18年４月から実施されます。
ここでは、労働審判制度の特徴や展望等を簡単に紹介します。手続の流れは、イメージ図を参考

にしてください。
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国民年金だより

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
で

前
納
す
る
と

で
す
！

最
近
、
徳
島
県
の
西
部
・
南
部
の

山
間
部
で
催
眠
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

催
眠
商
法
と
は
、
ま
ず
「
日
用
品

や
食
料
品
を
安
く
す
る
」
な
ど
と
言
っ

て
安
価
な
商
品
で
お
客
を
集
め
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
閉
め
き
っ
た
場
内

で
言
葉
巧
み
に
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
、
興
奮
状
態
の
中
で
体
に
良
い
な

ど
と
言
っ
て
、
高
額
な
布
団
や
健
康

食
品
を
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

高
額
な
商
品
を
購
入
し
、
困
っ
た

な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
催
眠

商
法
で
狙
わ
れ
や
す
い
の
は
主
婦
・

高
齢
者
の
方
た
ち
で
す
。
「
安
く
○
○

○
が
買
え
る
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て

も
、
絶
対
に
出
か
け
て
い
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識

催
眠
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に

平
成
十
八
年
度
（
四
月
か
ら
来
年
三

月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

一
三
、
八
六
〇
円
（
現
在
一
三
、
五
八
〇

円
）
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、
支

払
い
の
手
間
や
時
間
が
省
け
る
「
口
座

振
替
」
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
保
険
料

を
「
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る

と
割
引
額
が
増
え
お
ト
ク
で
す
。

一
年
分
の
保
険
料
（
一
六
六
、
三
二
〇

円
）
を
現
金
前
納
す
る
と
、
二
、
九
五
〇

円
の
割
引
（
六
ヶ
月
前
納
な
ら
六
八
〇

円
割
引
）
そ
れ
を
、
口
座
振
替
前
納
す

る
と
、
三
、
四
九
〇
円
の
割
引
（
六
ヶ
月

前
納
な
ら
九
四
〇
円
割
引
）
と
な
り
ま

す
。口

座
振
替
日
は
四
月
末
日
（
本
年
は

四
月
三
十
日
が
休
日
の
た
め
五
月
一
日
）

で
す
。

申
請
は
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
や
社
会
保
険
事
務
所
で
で
き
ま

す
が
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
の
一
年
・

六
ヶ
月
前
納
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八

年
三
月
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所

で
の
登
録
処
理
が
必
要
で
す
の
で
、
三

月
二
十
日
頃
ま
で
に
、
社
会
保
険
事
務

所
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
毎
月
の
口
座
振
替
も
早
割
（
当
月
保

険
料
の
当
月
末
引
落
し
）
に
す
れ
ば
割

引
が
あ
り
お
ト
ク
で
す
。

口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と
、
保
険

料
が
月
五
〇
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
（
平

成
十
八
年
四
月
分
か
ら
）

早
割
を
申
請
す
る
と
、
翌
月
末
の
初

回
口
座
振
替
時
に
、
二
ヵ
月
分
の
保
険

料
（
申
請
月
分
の
定
額
保
険
料
と
申
請

翌
月
分
の
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）
が
引

き
落
と
さ
れ
、
そ
の
後
毎
月
の
保
険
料

が
割
引
額
で
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便

局
や
社
会
保
険
事
務
所
で
申
請
で
き
ま

す
。
引
き
落
と
し
を
希
望
す
る
前
月
末

日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録

処
理
が
必
要
で
す
の
で
、
引
き
落
と
し

希
望
の
前
月
二
十
日
頃
ま
で
に
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
申
請
く

だ
さ
い
。

（
す
で
に
口
座
振
替
前
納
や
早
割
を
さ

れ
て
い
る
方
は
改
め
て
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
半
額
免
除
の

承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
、
早
割
で
の

口
座
振
替
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

確
定
申
告
に
添
付
す
る
控
除
証
明
書

の
再
発
行
等
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

は
、
次
の
電
話
番
号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１

受
付
期
間

平
成
十
八
年
三
月
十
七
日
ま
で

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

０
８
８(

６
５
２)

３
１
１
１

勝
浦
町
住
民
課
年
金
係

(
２)

１
５
０
１

３
月
４
日
か
ら(

４
２)

１
５
０
１

(

持
参
物
…
年
金
手
帳
等)

��
��

��
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国保と医療費

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

検
認
を
行
い
ま
す

現在交付している被保険者証は、３月31

日で有効期限が満了します。

４月１日以降は、検認を受けなければ被

保険者証を使うことができません。

上の日程のとおり係員が出向き検認を行

いますから、必ず被保険者証をご持参くだ

さい。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・

転入・転出・他の健康保険への加入等）が

あった場合は印鑑をご持参のうえ、役場窓

口で手続きをしてください。

問い合わせ先 役場税務課 （2）1503

国保に加入している方は、

所得がない方でも申告が必

要です。

まだ、平成17年分の申告を

済ませていない方は、検認の

時に印鑑をご持参ください。

申告を済ませていないと保険

税の減額が受けられませんの

で、ご注意ください。

保険証は正しくあつかいましょう

保険証の記載事

項を確かめる
（世帯主の氏名・
生年月日・住所、
加入者の氏名・生
年月日、保険証の
記号・番号など）

記載事項にまち

がいがあったら、

税務課に申し出

を

かならず手元

に保管する

資格がなくなっ

たら、保険証は

税務課に返す

（他の市区町村への
転出、職場の健康
保険に加入したと
きなど）

有効期限が切れ

たら、更新の手

続きをする

世帯主、加入者

の氏名・住所に

異動があったら

届け出を

久国地区は役場税務課で行います。 ※４月３日 以降は役場税務課で行います。

月日 平成18年３月31日
地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

石原・沼江
沼江コミュニティ
セ ン タ ー

９:00～９:50 坂 本 坂本 集 会 所

今山・山西
掛 谷

ＪＡ東とくしま
生 比奈 支 所

10:00～10:50 坂 本
ＪＡ東とくしま
坂本事業所跡

中 角 農村婦人の家 11:00～11:50 与 川 内
ＪＡ東とくしま
与川内事業所跡

黒 岩 勝 浦 会 館 13:00～13:50 横 瀬
ＪＡ東とくしま
勝 浦 支 所

星 谷 星 谷集 会 所 14:00～14:50 中 山 中山 集 会 所

生 名
生名コミュニティ
セ ン タ ー

15:00～15:50 棚野・立川 棚野 集 会 所



かたりあうページ

人
間
は
母
親
の
お
な
か
か
ら
産
ま

れ
て
、
死
ん
で
し
ま
う
ま
で
の
間
、

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
と
対
面
す
る
。

楽
し
い
こ
と
や
う
れ
し
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
。
つ
ら
い
こ
と
や
悲
し

い
こ
と
だ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
む

し
ろ
、
悲
し
い
こ
と
の
方
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
人

は
、
そ
ん
な
つ
ら
い
人
生
を
乗
り
越

え
て
、
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
最
近
、
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
、
小
学
校
の
時
に
「
い
じ
め
」

に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
他
の
人

か
ら
見
た
ら
、
そ
ん
な
の
い
じ
め
じ
ゃ

な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ

と
だ
っ
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
単
に

か
ら
か
わ
れ
て
い
る
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
た
し
、
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な

か
っ
た
。
で
も
、
い
つ
の
間
に
か

「
か
ら
か
い
」
が
「
い
じ
め
」
に
変
わ
っ

た
。
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
・
・
・
い
ろ
い
ろ
な
物
が
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。
私
が
、
「
い
じ
め
」

だ
と
気
が
付
い
た
の
は
、
こ
の
時
だ
っ

た
。
机
の
上
に
置
い
て
お
い
た
は
ず

の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
下
じ
き
や
鉛

筆
が
、
教
室
の
前
に
あ
っ
た
「
落
と

し
物
箱
」
に
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
を

取
り
に
行
こ
う
と
し
た
時
、「
ア
、
コ

ノ
下
ジ
キ
カ
ワ
イ
イ
」「
ド
ウ
セ
、
落

ト
シ
物
ナ
ン
ヤ
ケ
ン
モ
ラ
ッ
テ
モ
エ

エ
ン
ト
チ
ャ
ウ
ン
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
た
。
私
は
、
そ
の
場
で
立

ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
前
に
進
も

う
と
し
て
も
、
す
ご
く
足
が
重
く
感

じ
た
。
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
て
、
真
っ
す
ぐ
前
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

す
ご
く
苦
し
か
っ
た
。
筆
箱
の
中
身

を
勝
手
に
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
、
だ
い
ぶ
後
に
束
に

な
っ
た
手
紙
を
渡
さ
れ
た
。
中
を
見

る
と
、
内
容
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な

い
け
ど
、
「
ウ
ザ
イ
」
と
か
「
死
ネ
」

と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
っ

た
と
思
う
。
ど
う
し
て
私
が
こ
ん
な

こ
と
言
わ
れ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

ろ
う
か
、
私
が
そ
の
人
た
ち
に
対
し

て
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た
の
だ
ろ
う

か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
。
あ

ん
な
に
苦
し
く
て
つ
ら
い
気
持
ち
に

な
っ
た
の
は
、
そ
の
時
が
初
め
て
だ
っ

た
。い

じ
め
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、「
い
じ
め
て
い
る
」
と
い
う
感
覚

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
私
の
気
持
ち
は
「
い
じ

め
」
が
始
ま
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
少

し
ず
つ
、
暗
く
て
寂
し
い
闇
の
中
に

沈
ん
で
い
く
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

「
泣
き
た
い
、
涙
を
流
し
た
ら
、
こ
の

苦
し
く
て
つ
ら
い
気
持
ち
が
流
れ
て
、

少
し
楽
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と

思
う
時
が
あ
っ
た
。
で
も
、
涙
を
流

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
じ
め
て
い
る

人
た
ち
の
思
い
通
り
に
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
気
が
し
て
、
泣
く
の
を
我

慢
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
周
り
に

居
て
く
れ
る
友
だ
ち
や
先
生
、
お
母

さ
ん
に
相
談
し
て
み
た
り
し
た
。
み

ん
な
、
私
の
こ
と
を
一
生
懸
命
支
え

て
く
れ
た
。「
い
じ
め
に
勝
ち
た
い
。

私
の
運
命
に
負
け
た
く
な
い
か
ら
、

精
一
杯
笑
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
し

よ
う
。」
そ
う
思
っ
た
か
ら
、
私
の
表

情
は
変
わ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
寂
し

い
闇
に
沈
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
私
の

心
は
、
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
れ
る

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
、
お
母
さ
ん
の

心
強
い
笑
顔
や
優
し
い
言
葉
の
お
か

げ
で
、
少
し
ず
つ
だ
っ
た
け
ど
明
る

さ
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
。
私
が
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
し
始
め
て
か
ら
、
だ
ん

だ
ん
と
い
じ
め
が
な
く
な
っ
て
い
っ

た
。
私
は
前
の
よ
う
に
笑
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

今
と
い
う
時
間
の
流
れ
の
中
で
自

分
な
り
に
精
一
杯
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
私
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
こ

ろ
の
自
分
の
姿
を
想
像
で
き
な
い
け

れ
ど
、
そ
れ
は
自
分
な
り
に
今
の
生

活
を
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る
と
い
う

証
拠
だ
と
思
う
し
、
そ
の
こ
ろ
の
自

分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
消
化
で
き
た

わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
で
い
い
ん
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、「
い
じ
め
ら
れ
る
」
と
い
う

心
の
苦
し
み
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り

だ
。
で
も
、
こ
の
世
界
に
は
私
よ
り

も
つ
ら
く
、
苦
し
い
思
い
を
し
て
い

る
人
、
そ
の
つ
ら
さ
を
乗
り
越
え
た

人
が
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
以
上
、
つ
ら
い
思
い
や
苦
し
い
思

い
を
す
る
人
が
増
え
て
は
い
け
な
い

と
思
う
。
だ
っ
た
ら
、
今
の
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
あ
の
時
、

私
の
心
が
暗
い
闇
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
、
私
も
誰
か
の

心
の
支
え
に
な
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
。
私
の
周
り
に
い
る
人
が
、
も

し
つ
ら
い
思
い
、
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
た
ら
、
精
一
杯
支
え
て
あ
げ
よ

う
と
強
く
思
っ
た
。
そ
う
思
え
た
の

は
、
あ
の
時
、
友
だ
ち
や
お
母
さ
ん

が
私
を
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と

思
う
。「
人
」
と
い
う
字
が
お
互
い
に

支
え
合
っ
て
で
き
て
い
る
よ
う
に
、

私
も
周
り
の
人
と
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
き
た
い
と
思
う
。

今
、
自
分
が
こ
ん
な
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
て
、
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
の
時

私
を
心
強
く
支
え
て
く
れ
る
人
が
い

た
か
ら
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
私
を

精
一
杯
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
し
、
こ
れ
か

ら
も
感
謝
し
続
け
る
と
思
う
。
つ
ら

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
前
へ
進
め
る
の
は
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て

い
る
と
い
う
「
温
か
い
心
」
が
あ
る

か
ら
だ
と
、
今
の
自
分
な
ら
自
信
を

持
っ
て
言
え
る
。
私
も
、「
温
か
い
心
」

を
持
ち
続
け
て
い
た
い
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
六
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

温 か い 心
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一
合
の
米
研
ぐ
掌て

に
も
詩う

た

は
あ
る
明
日
と
言
う
日
の
来
る
を
信
じ
て

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

若
き
日
は
迷
い
し
こ
と
も
あ
り
し
農
ひ
た
す
ら
生
き
て
古
希
も
過
ぎ
た
り

坂
本

木

下

茂

子

今
日
一
日
の
仕
事
仕
舞
い
の
草
が
ら
を
焼
け
ば
火
の
音
野
良
に
ひ
び
け
る

立
川

堀

梅

子

夢
に
見
し
元も

と

の
職
場
の
喧
騒
に
目
覚
め
て
吾
は
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
だ

棚
野

田

中

久

子

今
ひ
と
つ
気
に
か
か
る
こ
と
あ
り
て
脇
目
も
ふ
ら
ず
床ゆ

か

拭
き
て
お
り

横
瀬

平
山
美
千
江

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
よ
」
嫁
ぐ
娘
を
抱
き
し
め
る
皇
后
さ
ま
の
深
き
お
言
葉

横
瀬

桜
木
千
代
子

お
餅
搗つ

く
を
喜
ぶ
幼
ら
の
居お

ら
ざ
れ
ば
蓬
も
摘
ま
ず
静
か
な
る
歳
末

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

糖
床
を
探
り
取
り
出
す
田
舎
漬
け
宅
急
便
で
の
注
文
が
来
る

中
山

溝
内
喜
美
代

生
ま
れ
し
里
は
卓
袱
台

ち
ゃ
ぶ
だ
い

は
な
く
箱
膳
で
食
べ
た
る
順
に
野
良
に
出
で
た
り

坂
本

山

口

昭

市

新
し
き
歯
刷
子
を
嫁
が
買
い
く
れ
て
元
日
の
朝
に
並
べ
ら
れ
お
り

横
瀬

廣
安
美
枝
子

汁
の
中
味
は
い
つ
も
の
朝
と
変
ら
ね
ど
新
し
き
椀
の
感
触
た
の
し
む

横
瀬

丸

関

朋

子

不
安
持
ち
移
り
住
み
来
し
勝
浦
に
六
十
年
経
て
良
き
古
里
と
な
る

棚
野

田

中

茂

子

リ
ハ
ビ
リ
に
作
り
し
番

つ
が
い

の
犬
の
額が

く

居
間
に
飾
り
て
新
春
を
待
ち
お
り

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

柿
の
実
が
振
り
子
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
秋
の
山
里
木
枯
し
が
吹
く

坂
本

菅
内
久
美
子

稼
勢
山
の
向
こ
う
に
夕
日
沈
み
ゆ
き
茜
色
の
山
く
っ
き
り
と
浮
く

横
瀬

林

と
み
え

真
っ
白
で
は
ち
切
れ
そ
う
な
大
根
の
願
い
叶
い
て
今
日
抜
き
て
お
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

磁
気
ふ
く
む
改
札
め
は
ゆ
っ
く
り
と
吾
が
出
す
切
符
ひ
っ
し
ゃ
く
り
取
る

棚
野

島

つ
と
む

「
時
代
だ
よ
」
今
ま
で
続
い
た
風
習
も
そ
の
一
声
で
忘
れ
去
ら
れ
る

坂
本

平

尾

智

男

吾
も
ま
た
か
く
て
あ
り
け
り
新
し
き
命
の
芽
生
え
告
げ
く
る
る
娘こ

よ

生
名

柳

田

末

子

新
参
の
孫
が
主
役
の
お
正
月
泣
い
て
笑
っ
て
座
を
盛
り
上
げ
る

横
瀬

日

下

克

子

藁
草
履
は
い
て
通
い
し
傍
示
小
学
校
む
か
し
を
偲
ぶ
廃
校
の
跡

横
瀬

西

蔭

達

男

春
肥
に
と
落
葉
を
掻
き
し
日
溜
ま
り
の
わ
が
幼
な
日
の
父
母
の
背
を
追
う

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

に
わ
か
雪
に
躊
躇
す
る
背
中
は
北
陸
の
ニ
ュ
ー
ス
に
押
さ
れ
梅
の
剪
定
に
行
く

与
川
内

植

松

寄

子

温
き
陽
を
全
身
に
浴
び
老
犬
が
鎖
一
ぱ
い
出
で
て
寝
そ
べ
る

中
山

山

下

房

雄

読
書
過
ぎ
て
人
付
き
合
い
も
知
ら
ぬ
ま
ま
大
人
と
な
り
て
う
ろ
た
え
て
お
り

棚
野

殿

川

早

苗

米
寿
な
る
祝
い
の
膳
に
心
し
て
越
え
来
し
今
を
幸
せ
と
せ
ん

中
山

栗

城

絹

初
詣
お
み
く
じ
引
け
ば
大
吉
で
今
年
は
福
運
あ
り
ま
す
よ
う
に

中
山

猪
谷
喜
美
代

〈
選
後
に
〉

今
回
も
、
心
に
ひ
び
く
よ
い
歌
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
中
田
ヤ
ス
エ
さ
ん
の
歌
に
は
「
一
合
の
米
研
ぐ
」
と
い
う

さ
さ
や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
に
、
現
代
の
家
庭
の
家
族
構
成
の
現
実

が
あ
る
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
希
望
（
詩
）
を
見
出
し
て
前
向
き
に

生
き
る
姿
が
「
明
日
と
言
う
日
の
来
る
を
信
じ
て
」
と
訴
え
る
。
こ

の
歌
を
読
む
と
誰
も
が
励
ま
さ
れ
、
作
者
の
思
い
に
共
感
す
る
。

次
に
木
下
茂
子
さ
ん
の
歌
に
も
農
を
守
っ
て
戦
中
戦
後
を
生
き
抜

い
て
来
た
人
た
ち
の
思
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。「
古
希
も
過
ぎ
た
り
」

と
い
う
七
十
歳
を
過
ぎ
た
人
た
ち
の
こ
も
ご
も
の
思
い
が
あ
ふ
れ
、

若
い
日
に
迷
っ
た
農
業
を
ひ
た
す
ら
守
り
抜
い
た
人
た
ち
。
そ
の
人

た
ち
に
よ
っ
て
現
在
の
勝
浦
の
農
業
が
あ
る
の
だ
。
こ
の
歌
の
「
ひ

た
す
ら
生
き
て
」
に
尊
い
姿
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

次
に
堀
梅
子
さ
ん
の
歌
に
も
一
し
ょ
け
ん
め
い
農
業
を
見
ま
も
る

姿
が
歌
わ
れ
て
い
て
共
感
す
る
。
仕
事
仕
舞
い
の
草
が
ら
を
焼
け
ば

「
火
の
音
野
良
に
ひ
び
け
る
」
と
澄
ん
だ
心
眼
の
た
し
か
さ
と
詩
情

の
ゆ
た
か
さ
が
あ
る
。

さ
て
、
今
回
も
勝
浦
出
身
の
歌
人
に
ふ
る
さ
と
を
歌
っ
た
作
品
を

も
っ
て
登
場
し
て
も
ら
お
う
。

ふ
る

さ
と

奈
良

牧

野

幸

恵

清
流
を
の
ぼ
り
ゆ
く
帰
路

稼
勢
山
の
古
屋
が
点
と
な
り
て
吾あ

を
呼
ぶ

稼
勢
山
に
呼
ば
る
る
帰
郷
い
つ
よ
り
か
墓
参
ひ
と
日
と
な
り
ゆ
く
も
の
を

段
畑
の
蜜
柑
の
花
の
香
に
ゆ
れ
て
遥
か
な
る
海
見
つ
め
ゐ
し
日
や

門
先
に
消
え
残
る
影
ひ
そ
と
呼
ぶ
吾あ

を
見
送
り
て
立
ち
ゐ
し
二
つ

分
か
ち
た
る
記
憶
の
ま
ま
の
声
い
く
つ
そ
よ
げ
る
山
河
ふ
り
返
り
つ
つ

牧
野
幸
恵
さ
ん
は
横
瀬
の
出
身
で
、
生
家
は
「
横
瀬
富
士
」
と

呼
ば
れ
る
稼
勢
山
の
麓
。
結
婚
さ
れ
て
奈
良
県
大
和
郡
山
市
小
南

町
四
八
八
―
二
三
〇
の
お
住
ま
い
で
、
歌
は
小
松
島
高
校
時
代
か

ら
愛
好
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
全
国
で
も
屈
指
の
大
結

社
『
水
甕

み
ず
が
め

』
の
幹
部
同
人
と
し
て
華
々
し
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
有

名
女
流
歌
人
で
あ
る
。
昨
年
秋
に
第
一
歌
集
『
透
明
域
』
を
出
版

さ
れ
、
大
変
好
評
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
ふ
る
さ
と
を
読
ん
だ
三

首
を
紹
介
し
よ
う
。

山
峡
の
四
季
の
香
り
に
応
へ
た
る
ふ
る
さ
と
は
今
も
透
明
の
ま
ま

の
べ
し
手
に
た
だ
よ
ふ
如
く
来
る
蛍
あ
つ
き
樹
液
の
木
と
な
ら
む
吾
は

か
じ
か
鳴
く
速
瀬
の
橋
の
夕
あ
か
り
少
女
め
き
つ
つ
夫
を
と
も
な
ふ

今
、
牧
野
さ
ん
の
お
庭
に
は
季
節
の
花
が
咲
き
溢
れ
、
生
ま
れ

つ
き
の
美
声
は
詩
吟
に
も
秀
で
ら
れ
、
勝
浦
が
生
ん
だ
最
も
活
躍

す
る
現
代
の
女
流
歌
人
で
あ
る
。

三
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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み ん な の 健 康

の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

10 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成17年８月１日から

12月31日までに生まれ

た子

母子健康手帳

14 火 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

３月 勝浦郡夜間救急当番表

３月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ３月18日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

３月４日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ３月20日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０

３月６日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０ ３月22日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

３月８日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ３月24日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０

３月10日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０ ３月26日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

３月12日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ３月28日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０

３月14日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０ ３月30日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

３月16日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ 平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

勝
浦
町
に
は
、
食
生
活
の
改
善
・
運
動

の
普
及
推
進
を
し
て
、
「
健
康
づ
く
り
の

輪
」
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
食
生

活
改
善
推
進
員
組
織
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
共
に
学
び
、
共
に
育
と
う
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
徳
島
県
下
で
は
一
千
二
百
人
の
推
進

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
食
生
活
改
善
推
進
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
食
生
活
に
限

ら
ず
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

①
主
な
活
動
内
容

研
修
会
…
健
康
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

講
習
会
…
料
理
講
習
、
運
動
実
習
な
ど

②
募
集
人
員

約
二
十
名

③
会

費

年
間
一
、〇
〇
〇
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月
二
十

日
ま
で
に
、
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
４
２
）１
５
０
２

月 日 内 容

5月23日 糖尿病予防について

９月５日 料理講習

「カルシウムを摂ろう」
簡単おやつ

～オレンジ・ブラマンジェ～

９月14日
生比奈保育所

10月９日

改善センター

伝達講習

学んだことを早速、わんぱく
教室に参加する親子と、健康福

祉まつり参加者に対して、簡単
おやつを、紹介しました。「牛

乳が苦手でもおいしく食べられ
る」と好評でした！

11月11日

12月６日

平成18年
１月24日

講演・実習

「在宅介護や介護食について」

医師や看護師、管理栄養士、ソー
シャルワーカー等から講演いた

だき、学習しました。

その他 県での研修会等に参加しました。

≪平成17年度の実施内容≫ 健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

～
平
成
十
八
年
度

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
～
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保 健 だ よ り

結核は、結核菌の感染で発症します。結核に対する免疫は、母親から受け継ぐことが出来ませ

ん。そのため生後間もない赤ちゃんでも結核にかかる可能性があります。また、病気には全身性

の結核症や結核性髄膜炎等がありますので、ＢＣＧ接種で免疫をつけておきましょう。

結核を予防するために
～ＢＣＧ予防接種の実施について～

対象年齢

時 期

対象年齢

接種時期（奇数月の第１月曜日）

※３月は13日 の予定です。

あらかじめ予約が必要（予防接種関係書類をご覧ください）

勝浦病院 （42-2555) 午後３時～５時の間にして下さい。

料 金
定期接種は無料

※委託期間外や、対象年齢外で接種をした時は、任意接種となりますので、料金5,000円を

医療機関窓口へお支払いください。

ＢＣＧ
注1）

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
カ
月

６
カ
月

３
カ
月

実施月

接種

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

ＢＣＧ

感
染
症
に
注
意
！

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
状
況

徳
島
保
健
所
管
内
で
、
一
月
下
旬
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
報
告
数
は
ピ
ー
ク
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
下
降
し
て
い
ま

す
が
、
依
然
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
生
状
況
で
は
、
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
Ａ
ソ
連
型
ウ
イ
ル
ス
が
検
出

さ
れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
春
先
ま
で

流
行
が
続
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

感
染
性
胃
腸
炎
も
流
行
時
期
が
続
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
注
意
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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３月 ガラス・ビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
土
曜
日

（18日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

３月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

三
月
四
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

三
月
十
一
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

３月14日

３月28日

古紙の回収にご協力を
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図書館だより
かもめ食堂 群 ようこ

ザ・チーム 井 上 夢 人

ひなた 吉 田 修 一

やがての蛍 澤田ふじ子

短編小説より愛をこめて 阿刀田 高

褐色の文豪 佐 藤 賢 一

シャイロックの子供たち 池井戸 潤

正直じゃいけん 町 田 康

レンタル・チルドレン 山 田 悠 介

ペダルの向こうへ 池 永 陽

新参教師 熊 谷 達 也

青山娼館 小池真理子

クローズド・ノート 雫 井 脩 介

青雲遥かに －大内俊助の生涯－ 佐 藤 雅 美

早春賦 山 田 正 紀

箱根強羅ホテル 井上ひさし

雪屋のロッスさん いしいしんじ

フリーター漂流 松 宮 健 一

日はまた昇る －日本のこれからの15年－

ビル・エモット

危機遺産からのＳＯＳ

ＮＨＫ「世界遺産」プロジェクト

ｕｍａｍｉのバッグとｍｉｄｏｒｉのフロシキ

江面 旨美

干し野菜クッキング 本谷惠津子

新着図書の一部紹介

30代。ＯＬ。文句あ

る？キュートで強い肚

（はら）の据（す）わった

キャリアガールたちの

働きっぷりをご覧あれ。

ガール

奥 田 英 朗

11年前、抜刀術・名

雲草信流本家を悲劇が

襲った。末の妹・綾が

放火によって焼死して

しまったのだ。１年後、

遺留指紋が決め手となっ

て捕まった犯人は、飯

浜幸雄。名雲家長男・

秀作がつきあっていた

奈津の父親だった…。

天国の扉

沢 木 冬 吾

★おはなし会

26日 午後２時から
図書館幼児室

小さなお子様を対象にし
た紙芝居の読み聞かせで
す。是非いらして下さい。

★県立図書館協力巡回日
○印（右記カレンダー）

★休館日
○印（右記カレンダー）

３月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください。

★ ３ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
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日 時 場 所 備 考

３月３日

３月10日

３月17日

３月24日

３月30日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成18年１月16日～平成18年２月15日（敬称略）

人 口（平成18年１月31日現在）

世帯数 2,142戸

男性 3,137人

女性 3,382人

計 6,519人

出生 男 ３人 女 ０人 計 ３人

死亡 男 ７人 女 ５人 計 12人

転入 男 ８人 女 ７人 計 15人

転出 男 ７人 女 11人 計 18人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.tokushima.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字星谷字大明神 中 西 久 子（90歳）

大字中角字東山 松 浦 ハ ン（93歳）

大字三溪字林 林 森 一 美（91歳）

大字三溪字溝内 北 内 宏 幸（45歳）

大字生名字北 島 マサヱ（77歳）

大字生名字東 加々美イソヱ（79歳）

大字三溪字定岡 中 野 數 一（92歳）

大字沼江字黒岩 小 西 文 市（78歳）

大字三溪字栗城 山下チカヱ（86歳）

大字星谷字宮原 國 清 勝（91歳）

大字沼江字西岡 大 上 子（77歳）

大字坂本字中尾 平尾チヱノ（89歳）

大字沼江字一楽 松 本 正 己（62歳）

ご利用ください！

日 時 ３月９日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ３月11日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ３月13日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

毎週月曜日から金曜日に徳島市八百屋町で開設して

おりました徳島年金相談センターは、本年３月３日を

もって閉鎖されますのでお知らせします。今後、この

欄には「ねんきんダイヤル」を掲載します。

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分から午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所

時間延長年金相談

お誕生おめでとう

大字生名字大前 ）真 田 元
美 香

長男 凌
りょう

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

３月交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 午後 7:30～9:30

踊 り 午後 2:00～4:00

歌 謡 ２ ・16 午後 7:30～9:30

生け花 13 ・27 午後 7:30～9:30

大正琴 ３ ・９ ・16
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

習 字 ３ ・10 ・17 午後 7:00～9:00

立 石 英 雄 さん（今山） 長 岡 定 義 さん（生名）

加々美好信 さん（生名） 大 上 要 さん（山西）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（１月16日～２月15日）
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